
Ⅱ．事業評価個表

を記載すること。

番号 措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維持補修
又は維持運営等

スイミングプラザスライダー改修事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 茨城県東海村

交付金事業実施場所 東海村船場地内

交付金事業の概要

スイミングプラザスライダー改修
ＦＲＰスライダー　オープン型
・直線スライダー　１ヶ所　新設　・曲線スライダー　１ヶ所　新設
・ろ過装置（フィルター，ろ過ポンプ，コンプレッサー，制御盤）　・スライダーポンプ×２機
着水プール改修
給水管及び排水管撤去新設
既設スライダー撤去

総事業費 88,128,000

交付金充当額 73,000,000

うち文部科学省分 0

うち経済産業省分 73,000,000

交付金事業の成果目標

東海スイミングプラザは，毎年7月1日～9月10日に開放しており，延べ約35,000人が利用する施設（平成28年度稼働日数：66日　平成28年
度利用実績：36,341人）ですが，昭和59年の供用開始から34年が経過し，施設内に設置しているスライダーは，スライダー部材の継ぎ目に
おける段差の発生や躯体に錆が生じるなど老朽化が著しくなっています。シーリングの剥離等が怪我につながる危険もあることから，根本
的な改修の必要があります。老朽化による危険箇所の除去により，利用者の安全確保を図るとともに，直線のみのスライダーから直線及び
曲線の形状にすることで，利用者の期待度向上やＰＲ効果につなげ，もって村民の福祉向上を図るものです。

交付金事業の成果指標 利用者数の10％向上（H28:36,341人×10％≒40,000人）を目指します。

交付金事業の成果及び評価

スライダーの改修により，危険箇所を除去し，利用者の安全確保を図ることができました。
スライダーの形状を変えたことで，利用者の期待度向上等を図ることができました。
7月からの利用開始に向けた，利用者数の向上へつながる足がかりを築くことができました。
なお，本事業の成果については，7月以降のスイミングプラザ営業期間内に利用者アンケートを実施し，再度評価することとします。

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

工事請負契約 一般競争入札
茨城県那珂郡東海村舟石川632番地9
株式会社　コーワ

88,128,000

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

　特になし

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 　平成30年度

　（備考） （１）  事業ごとに作成すること。 

（２）  番号の欄には、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。

（３）　交付金事業の成果目標の欄は、電源用施設周辺地域整備法第１条に規定する同法の目的の趣旨を踏まえて具体的に記載すること。

（４）　交付金事業の成果指標の欄は、成果目標を踏まえて定量的な指標を記載すること。

（５）  交付金事業の成果及び評価の欄は、進捗度、利用量並びに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。

（６）  交付金事業の契約の概要の欄は、契約件数が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

（７）  成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無の欄については、第三者機関等を活用した場合にあっては、 第三者機関等の名称及び構成員等


